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１．研究計画の概要 
 本研究は、日本で就労するブラジル人労働
者が日本とブラジルの間を行き来している
状況を鑑みて、日伯の間には国境を越えて労
働市場が成立していると考える。この国境を
またいで成立している労働市場において、労
働力輸出国であるブラジルから労働力輸入
国である日本の具体的な工場（就労場所）に
労働者を送り込む日伯の組織的なつながり
労働力輸出機構と把握し、この労働力輸出機
構が一つの制度となっていることから、この
制度の変化を比較制度分析の手法から分析
することを通して、日本における外国人労働
者の定着についての基本モデルを把握しよ
うとするものである。 
 日本が少子高齢化社会を迎えてきている
現状においては何らかの形で外国人の手を
借りなくては日本の産業は成り立たなくな
ってきている。近年、規制緩和が一気に進ん
だが、こうした規制緩和政策で外国人を受入
れるのではなく、外国人の権利にも配慮した
受入のあり方についても本研究は検討を加
える。 
 
２．研究の進捗状況 
 労働力輸出機構は、具体的にはブラジルに
おける日系旅行社・デカセギ旅行社（労働力
のリクルーティングシステム）と日本におけ
る業務請負業・製造派遣業（労働力のディス
トリビューティングシステム）との連携によ
って成り立っている。そこで本研究は、おも
にブラジルサイドにおいて日系旅行社・デカ
セギ旅行社と日本の業務請負業者との連携

の仕方がどのように変化してきたのか。この
変化を通して、日系旅行社・デカセギ旅行社
の経営方法がどのように変化したのか。クラ
イアントであるデカセギ者の行動パターン
の変化をブラジルの旅行社がどのように理
解しているのかを着実に聞き取り調査から
進めてきた。 
 その結果、日系旅行社・デカセギ旅行社が
単なる日本就労の世話と航空券の販売とい
うビジネスにとどまるのではなく、デカセギ
の結果、貯金を持って帰国した後の資産形成
の手伝い、日本滞在中の遺産相続や離婚手続
きといった法律サービス、航空券販売だけで
はなく国際引っ越しも含めた運輸ビジネス
への参入といった具合にビジネスを複雑化
させつつ、日本就労者の変化に対応している
ことを調査の結果から掴んでいる。 
 
３．現在までの達成度 
 デカセギにくるブラジル人の就労志向お
よび日本滞在期間中の家族形態の変化にあ
わせて、日系旅行社・デカセギ旅行社のデカ
セギ者へのサービスの形態が大きく変化し
ていることを把握した。こうした知見は、こ
れまでに80の日系旅行社・デカセギ旅行社、
６つの日系人経営のサンパウロ州内の不動
産会社、その他サンパウロ領事館や現地の日
系新聞社等にも聞き取り調査を行った結果
であり、この間の研究成果についても順次雑
誌論文や図書刊行物において発表している。
下記の代表的な成果には含めていないが、ゲ
ラの校正を終えて、活字化されて出るだけの
レフリー雑誌論文が２本あり、今後更に本研
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究成果を用いた図書が出る予定であり、所期
の目的は十分に達成されていると考えてい
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 2009 年度が、研究の最終年度となる。基
本的なデータは 2008 年までに取り終えてい
る。だが、2008 年秋以降に、日本も世界同
時不況に飲み込まれ、外国人労働者をめぐる
環境は大きく変化した。日伯の間の労働力輸
出機構も大きな影響を受けており、ブラジル
でも日系旅行社・デカセギ旅行社の倒産・廃
業が相次いでいる。本研究は、予想もしない
大きな経済環境が生じたことで、データの解
釈の仕方に十分な注意を要する状況になっ
ている。最終年度である 2009 年度は、この
新しい環境を吟味した上で、最終報告書の執
筆に邁進することとする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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